１障害者の就労支援について
　　さいたま市では、障害者総合センターを拠点として、障害者雇用の場の開拓と就労に関する相談、ジョブコーチ派遣、パソコン研修など様々な支援を行っています。またハローワーク、障害者職業センター、特別支援学校、就労移行支援事業等の障害者施設など、地域で障害者就労支援を行う関係機関と連携をとり雇用拡大と就労支援を行っています。
(1)就労支援の基本的な考え
　　ア　就労支援と生活支援の一体的な対応
 　　就労希望の主訴で相談に来所する場合でも、生活リズムや身辺自立など生活面の課題を多く抱えているため、就労に結びつかない例が多く見られます。また、就労する上で必要な「基本的なルールの理解、作業を遂行するための基本的な能力・態度、対人関係・求職、面接技能など」＝『職業生活の準備性』が整っていない例も多く見受けられます。また就職後においても、継続就労をするためには、自立した生活の維持が必要であるため、就労と生活の両面を一体的に継続的に支援をしていく必要があります。
　　イ　就労するために必要な事項として

· 疾病・障害の管理⇒定期的な受診や服薬管理、健康維持など。
· 日常生活を送る力⇒自立した日常生活を送るために必要な、生活リズム・身辺自立、金銭管理、社会性・コミュニケーション能力など。
があります。また、これらの基礎的な能力を身につけるためには、「生活訓練」として、「デイケア」・「就労移行支援事業」などの利用を勧めることが必要になります。
　ウ　次のステップとして、

· 職業生活を送る力⇒企業等で仕事を行うために必要な、仕事の理解、基本的なルールの理解、仕事を行う作業態度、職場での対人関係など基本的な能力。を身につける必要があります。
⇒そのためには、「職業準備訓練」として「委託訓練（座学訓練・企業実習）」・「研修」・「職場実習」などがあります。
　エ　また、さらに業務を遂行するために必要な技術を身につけるためには、

· 職務を遂行するための力⇒パソコンや特定の技能を修得して仕事を行うために必要。
　があります。これらについては、「専門的な技能訓練や機能訓練」、「ＯＪＴ」などがあります。
(2)障害者総合支援センター「就労支援チャート」


















　　　　来所相談（生活歴･職歴・生活状況・障害の状況・家庭状況などの聞き取りと、当面の対応を説明。）

　　　　アセスメント（相談での聞き取り、支援を受けている関係機関からの情報や職業能力の評価などを行い、現状の把握・就労するための課題等を整理する。）

　　　　方針の検討（アセスメントをもとに、①就職を目指す②職業準備訓練を行う③生活全般の見直しを行う、など方針を検討する。）

　　　　①就職を目指す⇒（ハローワークで求職登録・実習・雇用面接等へ。その間、市のジョブコーチ派遣などの支援を行う。）　　　

　　　　②職業準備訓練を行う⇒（総合支援センターの講座を受講する・ハローワーク登録後委託訓練を受ける。）
　　　　③生活全般の見直しを行う⇒（障害者生活支援センターの相談支援や就労移行支援事業等を利用し、生活リズムの確立、基本的なルール、マナーなど就労するために必要な力を身につける。）
　　　　離職予防（就職後も市のジョブコーチの定期訪問や日曜日の活動の場利用などにより離職予防に努める。）
２就労支援のためのチェックリスト
　　就労を主訴とする相談者に対して、どのような内容を聞き取りどのような対応をするべきかは、経験の長いケースワーカーであっても判断に迷うことが多く、とりあえずハローワーク、障害者総合支援センター、障害者生活支援センターなどの情報提供を行うということが多く見られる。そのことは自体は間違いではないが、相談の際にどのようなことをポイントとして聞き取るべきか事前に理解したうえで面接を行うと、より相談者が抱えている課題や困難さが見え、適切な対応が可能になると考えられる。
　　　参考資料として「就労移行支援のためのチェックリスト」
厚生労働省ホームページhttp://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/08/h0823-1.html
　が上げられる。
　　このチェックリストは、就労の可能性の有無を判断するものではなく、支援課題を明確にするためのものと理解し、面接の際にこのリストを使用しなくても、ケースワーカーがポイントを理解しておくだけでも面接は充実したものになる。

　　
チェックリストの項目

　
Ⅰ日常生活　

①起床②生活リズム③食事④服薬管理⑤外来通院⑥体調不良時の対処⑦身だしなみ

⑧金銭管理⑨自分の障害や症状の理解⑩援助の要請⑪社会性

　
Ⅱ働く場での対人関係

①あいさつ②会話③言葉遣い④非言語的コミュニケーション⑤協調性⑥感情のコントロール⑦意思表示⑧共同作業
　

Ⅲ働く場での行動･態度

①一般就労への意欲②作業意欲③就労能力の自覚④働く場のルール理解⑤仕事の報告

⑥欠勤等の連絡⑦出勤状況⑧作業に取り組む態度⑨持続力⑩作業速度⑪作業能率の向上⑫指示内容の理解⑬作業の正確性⑭危険への対処⑮作業環境の変化への対応

　例えば：Ⅰ-1「起床」の項目では　①決まった時間に起きられる②だいたい決まった時間に起きられる③決まった時間にあまり起きられない④決まった時間にほとんど起きられない⑤決まった時間に起きられない　の質問があり、①②が望ましいとしている。
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